
秋田県立聴覚支援学校 進路指導部 

令和６年３月１日発行 

No.１０ 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しんろだより  
～道～ 

アップデート 

進路指導主事 幡宮 明 

 今冬は「おっパン」「ふてほど」など昔の価値観を持った「おっさん」が主役のドラマ

がいくつか放映されています。主人公は令和と昭和の価値観を対比させながら、多様性

の時代にどうあるべきか、考えをアップデートさせていきます。 

 さて、特別支援教育課では事務系等の職域に係る職場の開拓や見学、体験、実習の実

施を施策として挙げています。先日、会議の中でハローワークの方から「事務系はデス

クワークでパソコン作業や書類作成というイメージを持っている方がいる。しかし、そ

れは一昔前の話。就業時間に占めるデータ入力業務の割合は一部であり、仕事内容は在

庫管理や来客、電話対応、清掃など多岐にわたっている。また、ＩＴやＤＸ（デジタル

トランスフォーメーション）により、仕事の中身が変化している」というお話がありま

した。業種によって事務系の内容が違うため、それぞれの業種における仕事内容を知る

ことが大切です。企業は今、人手不足のため複数の作業を並行して行うマルチタスクの

力を求めています。 

いろいろなハラスメントも問題になり「以前はこうだった」という考えは通用しなく

なっています。生徒に指導するには、時代の変化により仕事の中身が変わってきている

ことを、まずは私たちがアップデートする必要があると感じています。 

 

 

令和５年度企業等手話学習補助事業について 

秋田県では、手話の学習会を実施する県内の企業や団体等に、無料

でろう者や手話通訳者を講師として派遣し、手話の学習を支援する事

業を行っています。内容は、手話を用いた簡単な挨拶や自己紹介程度

の習得を目指す、初心者向けのものとなっています。これから社会に

出るに当たって、周りの人に手話を覚えてもらいたいとき、周りの人

と手話でお話したいとき、「企業等手話学習補助事業」のことを紹介

し相談してみてはいかがでしょう。 
 

★開催例：会社や施設の研修／サークル活動／町内会の活動 など 
 

問い合わせ先：秋田県 健康福祉部 障害福祉課 

ホームページ：https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/34992 

※検索サイトで「秋田県 企業等手話学習補助事業」と入力 社会福祉法人 長いスプーンで

の実施（秋田県公式サイトより） 

サークル活動の行事での実施

（秋田県公式サイトより） 



 

 

今年度の卒業・修了生は、幼稚部４名、小学部１名、中学部２名、高等部２名、専攻科３名の計１

２名です。４月からは進学、就職とそれぞれの道へ進んでいきます。高等部３年生、専攻科2 年生の

皆さんからいただいた、新生活の抱負や在校生へのメッセージをご紹介します。 

 

 

S巣立ちゆく先輩方から  

近日中に進路希望調査を配付します。新年度に

なってから回収しますので、春季休業中に各家庭

で相談、ご記入をお願いします。進路希望調査は、

個別面談時の進路に関する情報提供や、学習の充

実を図るために活用させていただきます。 

今年度最後の「しんろだより～道～」となりました。１年間ご覧いただき、ありがとう

ございました。次年度も、進路に関する様々な情報を発信して参ります。知りたい情報や

疑問などがありましたら、進路希望調査にご記入いただくか、学級担任や進路指導部員ま

でお気軽にお知らせください。 


